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はじめに

本遺跡の所在する松本市本郷大村の―帯は、以前から土師器 0須恵器 0灰釉陶器等や古瓦の散布がある

ことで知られている。特に古瓦はその1生格から特殊な建造物の存在を想像させ、本遺跡は古<から識者の

注目を集めていた。昭不□40年以降、学術調査を含む 4回に亘る発掘調査が行われてきたのもそのためであ

り、当地方の古代史解明の鍵を握る重要遺跡のひとつといつてもよいであろう。

今回の発掘調査は松本市による市営住宅団地建設に先立つもので、松本市教育委員会が実施した。調査

範囲は住宅用地と付属市道の建設予定地内で、面積は約1400m2でぁる。調査は昭不□62年 5～ 7月にかけて

行われ多<の成果を得ることができたが、本遺跡の調査は来年度以降も継続して予定されており、本書で

は今回の調査についてのみ概要を報告するものである。なお、本報告については継続調査終了後に行いた

い。                ヽ

遺跡の立地・

本遺跡は松本市街地の北東、浅間温泉の南にあたり、北には市営松本野球場・市営庭球場が隣接する。標高

絢636m前後の南へ緩<傾斜する水田地帯だが、近年宅地イヒが進んでいる。調査地の現況は水田であつた。地質

的には現在遺跡の西方300mを南流する女鳥羽川の准積物によつて形成された1日氾濫原上にあるが、遺跡のす

ぐ東倶」は東山部の出麓が迫つており、そこから西流するい<つもの沢筋が上砂を女鳥羽川の堆積物上に押し出

して、この両者が混ざり合つて複雑な堆積状態を形成している。遺跡―帯は水はけが悪<、 じめじめとした湿地

で、加工木材、自然遺物等が残りやすい状態にある。地元の製瓦業者が製瓦用粘土を採掘していたことからも

わかるように、下層には良質の粘上が堆積している。

本遺跡の周辺遺跡を時代Eljに見ると、1日石器時代は非常に遺跡の分布が薄<、 1日石器時代では東方 3 kmの

出中の渋池遺跡より後期の切出形石器と、縄文時代早期の上器片が採集されているのみある。縄文時代前期も

同様で、本遺跡の北に隣接する新潟南裏遺跡を

挙げることにとどまる。中期の遺跡は多<、 隣接

する柳田遺跡、女鳥羽川上流右岸の、不□田遺跡、

桜田遺跡、鎮守遺跡、塩辛遺跡等がある。後晩期

の遺跡は少な<、 前述の柳田遺跡と女鳥羽川遺

跡等がある。古墳時代には浅間温泉を囲む山麓

の尾根上に桜ヶ丘古墳や、妙義山古墳、桃仙園

古墳を代表とする多数の古墳が確認されてい

る。このうち五世紀後半に構築されたと見られる

桜ケ丘古墳からは金銅製の冠が出上しており、県

宝に指定されている。平安時代になると三オШ

の七本松遺跡、原の宮ノ上遺跡、五反田遺跡、南

浅間の国司塚遺跡等多数の遺跡が確認されてい

る。また須恵器古窯llLの存在も重要であろう。本 ,

遺跡の東に続<妙義Ш麓には 2基が確認され、

古瓦も出土している。西でけ岡田の田溝山田古

窯llL群があり40基程の所在が知られている。以

上のように、本遺跡の周辺には縄文時代から平

安時代の長期に亘つて繰り返し集落が営讀れ、特

に奈良～平安時代には窯業生産も行われていた

ことがわかり、歴史的に重要な地域であつたこと

が窺える。

環境
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第18号住居址
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|:暗褐色土 (鉄分、 2～ 3 cln大 の礫、□Tム塊混入 )

‖ :暗褐色土

Ⅲ:黒褐色土

|∨ :暗掲色上 (焼土粒多量混入)

∨ :貢褐色土 (焼土粒少量混入)

∨|:暗掲色土 (鉄分混入)
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|:黄褐色土 (炭イヒ物少量混入 )

||: 〃  (0.5～ 3 0cln大 の焼土塊多量混入 )

‖|: 〃  (焼土粒混入)

|∨ : 〃  (0.5～ 1.001n大 の焼土塊、炭イヒ物混入)

∨ :黒褐色土 (焼土粒、 4～ 5 cln大 の礫多量混入)
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8区東部に位置する。南北5。 lm、 東西4.2

mの長方形プランを呈し、床面積は18。 6耐を

沢Jる。壁は東壁以外はほぼ垂直に立ち上がつ

ている。壁、床面に沿つて鉄分の沈澱があり

検出は容易であつた。床面は全般的に黄褐色

砂質上で、礫もあまり混入せず平坦で堅緻な

状況を示していた。東壁の南倶]にはカマドが

設置されており、袖は礫と粘上を混合して構

築したもので、幅70cm、 長さ60cmの規模をも

つ。これに長さ40cmの煙道が続いていた。火

床の中央には主師器の甕が 2個重ねて逆位

で立てられており、支脚として利用されたと

考えられる。その他の施設としてピットが数

個検出された。遺物は、覆立上層から土師器、

須恵器、灰釉陶器等が、床面付近からは丸瓦、

平瓦の破片が20点近<出上したという状況
であつた。当時瓦を葺いていた建造物は希で

あり、遺跡周辺に本tlLから出上した古瓦を葺

いて造られた寺院、宮衛等の特殊な建物があ

つたと考えられる。住居llLの床面からこのよ

うに多量の古瓦が出上したことは松本市内

では初めてであり、今回の調査の中でも大き

な成果のひとつとして注目したい。

出土土器(304:土師器、 10205:須恵器)

1 0cm



第24号住居址
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9区南東部に位置する。南北3.6m、 東西3

。8mで床面積は11.4ぽを沢」る小形の住居llLで

ある。覆土掘り下げ時に、投げ込まれたと見

られる20～ 30cm大の礫が多数出上し、その間

から多量の上器が発見された、それらの遺物

をとりのぞいたところ比較的礫の少ない面が

現われ、床面と推定されたが覆土と区別がつ

きに<いものであつた。カマド・ビット等の

施設は発見されなかつたが、西壁直下に焼土

の層が 5 cm程の厚さで見られ、この位置にカ

マドがあつたと推定する。本tlLは調査の終盤

で発見されたため日程の都合で雨中の作業と

なり、床面の状態、土色等は充分確認できな

かつた。遺物は床面直上のほぼ全域から出土

している。残存状態の良いものも多数あり、

数点の杯が完形で出上した。長さ42.5cm・ 幅

22。 5cmを漫」る布目瓦の大破片は両端部が残り

全形を推定復元できた貴重な例となつた。

ml

A'     |:掲 色土 (□―ム粒、 2～ 3 cln大 の礫、炭イヒ物混入 )

63560m   ‖ :黒掲色上 (炭イヒ物、 2～ 3 cln大 の礫 少量混入 )

|||:暗黄褐色土 (粘 質土)

|∨ : 〃  (炭 イヒ物少量混入 )
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出土土器(4～43045:土師器、 4～ 3016～48:須恵器、14:灰釉陶器)
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各住居址出土土師器

須恵器

緑釉陶器



各住居址出土緑釉陶器(102:5住、 3:44住、 4:42住 )

今回出土した古瓦には、平瓦・丸瓦と不明瓦

質製品がある。平瓦は長方形の板の横両端が反

り返つた形状を呈したもので、丸瓦と共に屋根

を覆う基本的な瓦である。いずれも破片だが、

24号住居址から多量の上器・礫とともに投げ込

まれた状況で出上した平瓦は、唯一復元可能で

全長43.2cm、 幅 (27cm)を 測る。一枚造りの平

瓦で凹面は布目痕、凸面には縄叩き目痕が残つ

ている。この他の破片では凸面の日日き目を削り

とつたもの・板□日き目痕があるものが見られる。

丸瓦は土管を縦に 2分害」した形態で、平瓦の継

ぎ目にかるヽせた。48号住居tlLの床面から出上し

た 1点が復元できている。全長43。 Ocm、 前端幅

(12.Ocm)、 後端幅 (8.5cm)を 測り、凹面は布

目痕、凸面は板□日き目痕を削り取つている。そ

の他の破片数は少ないが、すべて玉縁を持たな

いいわゆる行基瓦と呼ばれるものである。不明

瓦質製品は裏倶Jに 2つの穴が並んであるように

も見え、鬼瓦・氏鳥尾の一部とも考えられるが小

破片のため断定はしかねる。本遺跡出上の瓦は

全体的に見て、胎土・焼成ともに良好なものが

少な<、 個々の瓦でも厚さが均―でな<極めて

稚拙なものであつた。 古瓦(上左 :平瓦、上右 :丸瓦、下 :不明瓦質製品)

松本市古瓦出土地一覧

遺跡の種月」 遺 跡 名 出 主 瓦

集落址

あがた (県町)遺跡   (県 )
松本工業高等学校遺跡   (筑摩)
北栗遺跡        (島 立)

丸瓦 2点

丸瓦 1点

丸瓦 1点 (28号住居址床面)

古窯tlL

妙義山第 1号      (本 郷)
大□沢菖蒲平第 3号 ―  (岡田)
田溝中の沢第 8号     (岡 田) 丸瓦 1点 平瓦28点
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第 14号住居址
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8区北東部に位置し、北倶J半分は調査区域

外に隠れる。調査部分の床面積は9.4m2を沢」

る。床面・壁とも黄褐色砂質上の地出に掘り

込まれている。壁はほぼ垂直に立ち上がるし

つかりしたものであつた。本址は15号住居tlL

と重複してそのほとんどを貼つており、本比

床面の方が 4～ 4 cm程浅い。床面の状態は、

Lヒ較的堅さはあるが礫が多量に混じり、決し

て良好とは言えない。出土遺物は緑釉陶器碗、

鉄製品、不明瓦質製品の破片等が特徴的なも

のとして挙げられる。

出土土器
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|:暗掲色土 (5 cln大の礫混入 )

‖ :暗黄褐色土
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第19号住居址

8区東部に位置する。大部分を48号住居llL

によって貼られており、当初の壁高が残つて

いるのは北西部のみであつた。南北4。 2m、 東

西4.Om、床面積14。 8m2の規模を持ち長方形プ

ランを呈する住居tlLである6床面は黄褐色砂

質上をベースとするが南東・南西隅は砂礫層

が露出している。ただし若干の起伏を有する

ものの、堅緻な状態であつた。カマドは18号

住居tlLによつて破壊されていたが、西壁付近

に焼上を伴つた窪みが確認され、カマドの残

骸と推漫」された。東壁を除<壁直下に周溝が

みられる。遺物は須恵器の杯、古瓦等が出土

した。18号住居llLと同様に須恵器等は覆立中

から、古瓦は床面から出上している。

出上土器

|:暗掲色土

||: 〃  (白 色砂粒混入 )

‖|: 〃  (焼 土粒、鉄分混入 )

|∨ :暗貢褐色土 (黄色粘土塊微量混入 )

∨ :暗掲色土 (|よ り暗 )

∨に 黄掲色土

VIに 掲色立 (粘土質)

さ√|



各住居址出土古瓦(平瓦)



各住居址出土古瓦(平瓦)



各住居址出土古瓦(丸瓦、不明瓦質製品)
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調査の成果

今回の調査では1400m2の範囲内に竪穴住居llL22軒、竪穴状遺構 2基、溝tlL l本、上墳18基、ビットア基
等が確認され、奈良～平安時代の集落tlLであることが半」明した。住居llLを中心としてこれらの各遺構から

は土器・陶器・鉄製品 0石器・石製品・銭貨等の遺物とともに古瓦が出上している。今回の調査で最も大

きな成果は奈良～平安時代に亘る集落の―部を把握したことと、平安時代の竪穴住居llLから多数の古瓦が

出主したことである。古瓦は、平安時代の第14018019024号住居llLで出上が確認された。カマドの構築
材等には利用されていないが、床面上からの出土も多<付近に瓦葺きの建造物が存在していた可能llllが高
い。本遺跡は前述の様に古<から注目された遺跡で、古瓦が出土することや地名に寺田・堂田・屋敷添等
の寺院に関連あるものが残っていることから、当地に大飼氏等の氏族の寺院・宮衛があつたのではないか

と考えられてきた。しかし今まで堂田・細田地区を中心として実施されてきた 5回の発掘調査では寺院址・

宮衛跡に直接結びつ<遺構は確認されていない。今回の調査でも、全形を推定できる丸瓦・平瓦の破片を
含めて多数の古瓦が出上したものの奈良～平安時代になけての集落の一部を把握したにすぎず、出上した

瓦が葺かれていた建造物の検出はな<、 その1生格・位置を特定することはできなかつた。しかしながら付

近に古瓦を言いていた建物が存在していた可能1生は濃厚であり、今後の調査に期待したい。また平安時代

初期、筑摩郡に移つたといわれる信濃国府の推定地は明らかになつておらず、その点からみて本遺跡の1生

格を解明することは松本市北東部の開発を知るばかりではな<、 更には筑摩郡の古代史を探るうえで重要

であろう。

(て て て く て く      て て                 く

大村遺跡の過去の調査

物宝還構〕還

竪穴住居llL 22車干

竪穴状遺構 2基

溝 tlL 4本

土 廣 18基

ビット ア基

土器・陶器 土師器・須恵器 0灰釉陶器・緑釉陶器

古 瓦 平瓦・丸瓦・不明瓦質製品

石器・石製品 石 i族・凹石・窪みのある平石

鉄 器 釘・紡錘車・器種不明品

年度 調査名および事項 調査者 発見された遺構 出土遺物

柱根の調査
大場磐雄
藤島亥治郎

掘立柱建物tlL l

出土瓦の調査 石田茂作

新産都市指定地区埋蔵文イヒ則
緊急分布調査

原 嘉藤 暗渠排水
平瓦・丸瓦・軒平瓦・主師器・須恵器・

灰釉陶器・宋銭

学術調査 内藤正1亘
平瓦・丸瓦 0軒平瓦 :土師器・須恵器 0

灰釉陶器・緑釉陶器・自然遺物

開発に伴う確認調査 松本市教育委員会
竪穴住居址 1、 掘立柱建物tlL 4、

柱列 3、 竪穴状遺構 1、 溝 3
平瓦 0丸瓦・土師器・須恵器・灰釉陶器・

打製石斧・カロエ木材・自然遺物等

庭球場建設に伴う緊急調査 松本市教育委員会 竪穴住居tlL 2、 土廣 4 上師器・須恵器 0灰釉陶器 0帯金具等

市営住宅建設に伴う緊急調査 松本市教育委員会
竪穴住居tlL22、 竪穴状遺構 2、
溝 1、 主廣48

平瓦 0丸瓦・上師器・須恵器 0灰釉陶器・

緑釉陶器・石鏃・鉄製品等



県営松本球場

獲

＝

添

一

ヽ
り
‐
「
‐
‐

で
、
日

「」

＝

一　
　
　
一

購
一
旧

調査範囲 |:2,500

遺 跡 名

遺跡台帳NQ

調 査 地

調 査 期 間

調 査 原 因

調 査 主体

大村遺跡

松本市64-417

(長野県市町村遺跡―覧表)

松本市110(長野県史番号)

長野県松本市大字浅間温泉字細田430の 1

昭不□63年 5月16日から 7月 16日

市堂住宅建設に伴う緊急発掘調査

松本市教育委員会

大 村 遺 跡

古瓦を出土する平安時代集落址の発掘調査概報

平成元年 6月 30日発行

発行 松本市教育委員会

〒390 松本市丸の内3-ア

丁巨L 0263(34)3000
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